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2 Na-11 高齢者身体シルエットの若年との比較（予報）

　　　　　　松山容子　○渡逞敬子

　　　　　　（大妻女大）

　目的　衣服が体に合わないという不都合を改善するためには、身体各部形態の把握とと

もに年齢変化に関する資料が必要である。しかしデータは乏し＜、特に高齢者のものはほ
とんど見あたらなない。本研究では日本人の３次元人体形状計測データを用いて、高齢男

女の側面シルエットが若年とどう異なるのか、また、年齢変化の様相は男女で異なるのか

について検討した。

　方法　原資料は（社）人間生活工学研究センターによる画像データで、被験者は24～

29歳、60歳代、80歳代の男女各50名、計300名である。　３次元解析ソフト3D-Rugleを用い
て顎下から足底まで9mniごとの水平断面と体表に付した基準点の３次元座標値を採取した。

これらから個人の側面シルエットを構成し。シルエットの形を特徴づけると思われる最
凸点、最凹点など21点の座標値を算出した。これらの点の高さ、部分の厚み、シルエッ

トのなす角度について比較検討した。

　結果　高齢者のシルエットの特徴として、男女共通に見られたのは、①頚椎高に対する
プロポーションで、頚高点、乳頭点、背最突点の高さが低いこと、②体幹上部が前傾して

いること、③腹部の突出が顕著であること、④60 ・80歳の間で耳珠点を通る鉛直線が課前

点よりも前方に位置するようになることなどである。男女で異なるのは、後ウェスト部の

前湾の減少および膝の屈曲傾向が、いずれも女性では60歳以前に起こり、男性では60 ・
80歳の間に起こることである。また、腹部最凸点の位置は、男性では高齢になると高くな

るが、女性ではこのような変化は見られなかった。

2 Na-12 成長期女子の体型特性と年齢に伴う変化

　　　　　　○千葉桂子＊　立花厚子¨

　　　　　　(＊福島大，¨日本女大)

　目的　近年の子どもの体型は，長身・スリム化が著しく進んできたといわれている。そ

のことは日本人の子どもの全体的な傾向としてとらえられているが，実際の成長様相の変

化に関する詳細はあまり明らかにされていない。本研究では近年の成長期女子の体型特性
について，年齢に伴う変化をとらえることを目的とした。また，成長様相の時代的変化を

把握するために1978～81年に通産省工業技術院が実施した｢日本人の体格調査｣の結果と

の若干の比較を行うものである。

　方法　資料は(社)人間生活工学研究センター(HQL)が1992～94年に実施した人体計測デ

ータの一部であり, 11～17歳の女子1911名の25項目(高径６項目，長径５項目，周径13項
目および体重)である。年齢ごとに各項目別分布の尖度・歪度を求め，正規性の検定を行

った。さらに主成分分析を行うことにより，年齢ごとの体型特性をとらえた。また，体型

を概観できる７項目を選び，｢日本人の体格調査｣の結果と共にモリソンの関係偏差折線

を求めて比較検討した。

　結果　各項目の分布について正規性の検定を行った結果，ほとんどの年齢においてウェ

スト囲とヒップ囲が正規性から乖離していた。サンプル全員を一括して主成分分析を行っ
た結果，第３主成分まで抽出された。またこの結果は11～13歳の各年齢では同様であった

が, 14～17歳においては第４主成分まで抽出され，成人体型に近づく過程における体型特

性の多様性をとらえることができた。17歳を基準集団としたモリソンの関係偏差折線で

は, HQLの計測データにおける全項目で13歳と14歳の値に顕著な差異が認められた。
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